
 

１５．水産資源の生産力向上に資する寒冷海域の水産基盤の整備・保全に関する研

究開発 

 

■ 目的 

 漁業生産量の減少や水産資源水準の悪化等の状況に対応し、河口域を含む沿岸域から沖合

域において、水産資源の増大に資する海洋構造物の活用・整備技術の開発を目的とする。 

 

■ 貢献 

 研究成果をマニュアルやガイドブックへ反映し、国（北海道開発局等）や地方公共団体（北

海道等）へ提供・普及することにより、漁港ストックの有効活用、水産環境整備や直轄漁場

整備等の推進に貢献する。生物親和性素材の開発等により、土木技術のイノベーションに貢

献する。生物生産性の高い河口沿岸域や技術的知見の乏しい沖合域に係る技術の提供・普及

により漁業生産性の向上や食料生産基盤の機能強化の推進に貢献する。水産資源を育む漁場

環境の適切な保全管理や海域の生産力の向上と水産業振興による地域の活性化に貢献する。 

 

■ 達成目標および令和７年度に得られた成果・取組の概要 

① 海域の環境変化に対応した水産資源の増養殖を図る水産基盤の活用技術の開発 

持続的な水産資源利用の推進を図るため、気候変動に伴う有害プランクトンの分布域拡大

への適応にも資する、漁港施設等を活用した増養殖環境創出手法を提案することを目的とす

る。 

7 年度は、漁港水域内に造成したホソメコンブ藻

場環境中から分離・培養した有害プランクトン

Karenia mikimotoi を殺滅する細菌（殺藻細菌）の

藻場における役割を明らかにすることを目的とし、

殺藻細菌の有機物分解能を評価した。その結果、多

くの殺藻細菌においてホソメコンブ由来の有機物

（例：アルギン酸、他）を分解する機能を保有する

ことが確認された（図-1）。これら殺藻細菌は現場環

境においてホソメコンブが分解・消失する過程で急

増した事が明らかになっていることからも、コンブ

藻場における物質循環に寄与する細菌群である可

能性が高いことが示唆された。 

また、直立護岸を対象とした増養殖環境の良化技

術の開発については、7 年度の調査で採取した大型

褐藻類の仮根の発達、付着特性の解明に資する 3Dモ

デルの構築及び仮根構造が生み出す生息空間にお

ける生物群集の分布を明らかにした（図-2）。 

 

 

図-1 ホソメコンブ藻場から分離した 
殺藻細菌のアルギン酸分解活性 

 

 
図-2 ホソメコンブ仮根の 3D モデル

（左）及び仮根内部空間で優占し   
た等脚類（右） 



 

② 水産資源を育み生産力の向上を図る水産環境改

善技術の開発 

寒冷河口沿岸域漁港における水生生物の生息環境

改善技術の提案に向け、7年度は、漁港内根固ブロッ

ク上での、インターバルカメラを用いた魚類観察に

より港内生息魚類の特徴を明らかにするとともに、

設置 1 年後の異なる 5 つの基質粒径条件での試験体

の環形動物の生息状況から生息環境改善技術に関す

る知見を収集した。河口域の美国漁港では、カメラ観

察だけであるが非河口域の寿都漁港で確認されな

かった分類群も確認され（図-3）、出現率と流速との

関係から漁港の静穏性と餌場機能の重要性を再確認

することができた。また、設置 1 年後の箱型試験体

内の基質における環形動物の分類目割合（図-4）で

は、港内海底とは異なるが、粒径条件に関係無く同様

な環形動物が生息していた。そのため、ブロック上に

おいて基質粒径に関わらず基質を設置することによ

り、魚類餌料生物の増大につながる可能性を確認す

ることができた。 

沖合の人工魚礁区では、魚礁の形状や配置状況に

よって空間的に変化する流速場が生成され、餌料物

質、栄養塩等の物質輸送が活発となり、漁場環境が大

きく改善することが経験的に知られている。このよ

うな漁場環境改善効果を定量的に評価するために

は、魚礁の形状・配置状況を考慮した 3 次元流況モ

デルと流れによって空間的に変化する物質輸送過程

を考慮した生態系モデルの構築が必要となる。7 年度

は沖合人工魚礁区（魚礁ブロック 150 個、鋼製魚礁 3

基）を対象とした 3次元流況モデルを構築し（図-5）、

魚礁の配置状況によって変化する物質輸送過程を定

量的に評価することを可能とした（図-6）。8 年度以

降、この本モデルで得られた流況情報を考慮可能な

生態系モデルを構築し、魚礁整備効果の定量的評価

手法の提案を目指す。 

 

 

 

 

 

   

図-3 美国漁港内でのインターバルカメラ
観察による出現魚類分類群の特徴 

 

 
図-4 漁港内海底と設置 1 年後の箱型試験

体での環形動物の個体数目割合（試
験条件：①珪砂、②砂利小、③砂利
小、④砂利中、⑤砂利大） 

 

 
 

図-5 人工魚礁区を対象とした 3次元流況
モデルによる流況計算結果 

 

 
図-6 デトリタス（粒状有機物）を想定し

た粒子が魚礁背後の低速域で滞留す
る状況を再現 
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STUDY ON THE DEVELOPMENT AND CONSERVATION OF FISHERY 
INFRASTRUCTURE OF COLD WATERS THAT CONTRIBUTE TO INCREASING 

PRODUCTIVITY OF FISHERY RESOURCES 
 

Research Period ： FY2022-2027 

Program Leader ： Director of Cold-Region Hydraulic and Aquatic Environment  

Engineering Research Group 

YABE Hiroki 

Research Group ：  Fisheries Engineering Team, Watershed Environmental Engineering 

Team 

 

Abstract：The following targets were set for the scope of research as how to create macroalgal beds to 

suppress the occurrence of harmful algal blooms (HABs), which could promote sustainable fish farming 

and aquaculture in marine environment, how to utilize facilities such as fishing ports in estuary coastal 

areas with high biological productivity, and how to exert the effect of improving the fishing ground 

environment by installing structures in the offshore area. 

(1) Development of utilization technology for fisheries infrastructure to increase fisheries resources in 

response to environmental changes in the marine environment  

(2) Development of technology to improve the marine environment to increase productivity of natural 

marine resources 

The following is a summary of the results and approaches of research conducted under this program 

through FY2025. 

 

We conducted experiments to evaluate the organic matter degradation capacity of algicidal bacteria 

detected at the study sites, to clarify their ecological role in the kelp bed environment. The results 

showed that many algicidal bacteria can decompose organic matter derived from the kelp bed (e.g., 

alginic acid), suggesting that these bacteria may contribute to the material cycle in the kelp bed. In 

addition, we established a 3D modeling method using CT scans of brown algae collected from vertical 

walls and initiated a survey of epifaunal communities inhabiting brown algal holdfasts to elucidate the 

role of these holdfasts as habitat structures.  

With a view to proposing techniques to improve the habitat of aquatic organisms in fishing ports 

located in cold estuarine coastal areas, in FY2025, we identified the characteristics of fish inhabiting 

the ports by observing them with interval cameras mounted on root-reinforcing blocks within the ports. 

We also gathered insights into habitat improvement techniques by examining the distribution of 

annelids in test specimens collected 1 year after installation, across five substrate particle sizes.  

In FY2025, a three-dimensional flow model was developed for an offshore artificial reef area 

(comprising 150 reef blocks and three steel reefs), enabling the quantitative evaluation of material 

transport processes that vary with the reef arrangement. From FY2026 onwards, we aim to develop an 

ecosystem model capable of incorporating flow data generated by this model to propose a quantitative 

evaluation method for the effectiveness of reef development. 

 

Keywords: Harmful algal bloom (HAB), Macroalgal bed, Nutrients, Offshore artificial reefs 



 

15.1 持続可能な水産資源増養殖に資する寒冷沿岸域の漁港等施設の活用技術に関する 

研究                                         

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：水産土木チーム、 

研究担当者：西﨑孝之、稲葉信晴、 

松本卓真 

 

本研究では、①の達成目標について、持続的な水産資源利用の推進を図るため、気候変動に伴う有害プラ

ンクトンの分布域拡大への適応にも資する、漁港施設等を活用した増養殖環境創出手法の提案に向け、漁港

内水域において調査を実施し、以下の成果を得た。 

① 海域の環境変化に対応した水産資源の増養殖を図る水産基盤の活用技術の開発 

漁港水域内に造成したホソメコンブ藻場環境中及び港口（対照区）における有害プランクトン Karenia 

mikimotoi に対して殺藻活性を示す細菌（殺藻細菌）の藻場における役割を明らかにすることを目的とし、殺

藻細菌の有機物分解能を評価した。その結果、多くの殺藻細菌においてホソメコンブ由来の有機物（例：ア

ルギン酸、他）を分解する機能を保有することが確認されたことから、枯死過程で増大した多くの殺藻細菌

がコンブ藻場における物質循環に寄与する細菌群である可能性が示唆された（論文リスト b-1、b-2、b-4、e-

5、e-10）。 

また、直立護岸を対象とした増養殖環境の良化技術の開発については、7 年度の調査で直立壁上から採取

した大型褐藻類の仮根の発達、付着特性の解明に資する 3D モデル構築手法の確立、また、仮根構造が生み出

す生息空間における生物群集の分布を明らかにし、藻場機能の維持、代替に資する直立壁の改善技術の確立

に資する知見を得た（論文リスト e-6、f-9）。 

 

キーワード：漁港施設、増養殖、藻場、有害プランクトン、直立壁、3D モデル、仮根 

 

 

15.2 寒冷河口域に位置する漁港等施設の水生生物の生息環境改善技術に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：水産土木チーム、 

水環境保全チーム 

研究担当者：西﨑孝之、梶原瑠美子、  

横山洋 

 

本研究では、②の達成目標について、寒冷河口沿岸域における水生生物の生息環境改善技術の提案に向け、

河口域漁港内で水生生物の生息環境評価とともに生息環境改善技術に関する環境調査や現地実験を実施し、

主に以下の成果を得た。 

② 水産資源を育み生産力の向上を図る水産環境改善技術の開発 

寒冷河口沿岸域漁港における水生生物の生息環境改善技術の提案に向け、令和 7年度は、漁港内根固ブロッ



 

ク上でのインターバルカメラを用いた魚類観察により、港内生息魚類の特徴を明らかにするとともに、設置

1 年後の異なる 5 つの基質粒径条件での試験体の環形動物の生息状況から生息環境改善技術に関する知見を

収集した。河口域の美国漁港では、カメラ観察だけであるが非河口域の寿都漁港で確認されなかった分類群

も確認され、出現率と流速との関係から漁港の静穏性と餌場機能の重要性を再確認することができた。また、

設置 1 年後の箱型試験体内の基質における環形動物の分類目割合では、港内海底とは異なるが、粒径条件に

関係無く同様な環形動物が生息していた。そのため、ブロック上において基質粒径に関わらす基質を設置す

ることにより、魚類餌料生物の増大につながる可能性を確認することができた（論文リスト e-1、e-2、f-8）。 

 

キーワード：漁港施設、河口沿岸域、栄養塩、底生生態系、生息環境 

 

 

15.3 北方海域における沖合構造物による漁場環境改善技術に関する研究 

研究予算：運営費交付金 

研究期間：令 4～令 9 

担当チーム：水産土木チーム、 

研究担当者：西﨑孝之、大塚淳一 

 

本研究では、②の達成目標について、沖合人工構造物による漁場環境改善効果の評価のために、令和 4 年

度より実施している河口域漁港での調査に加え、沖合人工魚礁を対象とした 3 次元流況モデルを構築し、主

に以下の成果を得た。 

② 水産資源を育み生産力の向上を図る水産環境改善技術の開発 

沖合の人工魚礁区では、魚礁の形状や配置状況によって空間的に変化する流速場が生成され、餌料物質、

栄養塩等の物質輸送が活発となり、漁場環境が大きく改善することが経験的に知られている。このような漁

場環境改善効果を定量的に評価するためには、魚礁の形状・配置状況を考慮した 3 次元流況モデルと流れに

よって空間的に変化する物質輸送過程を考慮した生態系モデルの構築が必要となる。7 年度は沖合人工魚礁

区（魚礁ブロック 150 個、鋼製魚礁 3 基）を対象とした 3 次元流況モデルを構築し、魚礁の配置状況によっ

て変化する物質輸送過程を定量的に評価することを可能とした。令和 8 年度以降、本モデルで得られた流況

情報を考慮可能な生態系モデルを構築し、魚礁整備効果の定量的評価手法の提案を目指す（論文リスト e-3、

f-1）。 

 

キーワード：沖合、人工魚礁、3 次元流況モデル、生態系モデル 
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